






要約;セルロプラスミン(CP)のオキシダーゼ活性を中和するモノクローナル抗体(MoAb)を

開発し、この MoAb を用いて活性型 CPのみを測定する ELISA 法を構築した。本法を用いる

ことにより、従来のポリクローナル抗体法では不可能であった活性型 CP のみの検出及び、

Wilson 病患者に認められる不活性型 CP の検出が可能となった。また本方法を用いること

により、生理的に CP 量の少ない新生児期での濾紙血を用いるスクリーニングの可能性が

示唆された。


